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ṡ Ṣṡאל Ṣという観点に留意しつつ

との についてご説明します。

講座（１）の

福島先生のご報告「デジタルアーカイブのスリムモデル」

阿児先生のご報告「スリムモデル実装階梯（準備的私論)」

を受けて、

連携をご検討いただくきっかけになれば幸いです。



Ễ ṇ
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¸ ṇ ṇ
図書館、博物館、美術館、公文書館、大学・研究機関、地方公共団体等の

ṇ と連携し、我が国の多様なコンテンツの ṇ *  をまとめて

検索・閲覧・活用できる。

¸

  ẉ 政府の「知的財産推進計画」に掲げられている国の取組。

  ◇ 運営主体：内閣府知的財産戦略推進事務局が庶務を務める委員会

  ◇ システム開発運用・連携実務：国立国会図書館

ṇ תּ

ṡ ṇ Ṣ Ḵ

ẁ ṇ Ḳ
コンテンツの内容や所在等について記述したデータ(書誌・目録データ等）

6

6



︡פּ
¸様々なテーマに関するṡ ṇṢを提供

︣ וֹ ︡

ṇ

※類似の画像やフレーズで検索が可能 （テーマ例：富士山、猫、紅葉狩り、刀剣、和食、北斎etc. ）

ṇ

7

¸ お気に入りを ṇ に登録し、 ṇで編集可能

¸ マイノートの共同編集ができる ṇ、 ṇ ṇ

¸ 任意のメンバーから成る で、ジャパンサーチの全機能を体験

¸ ジャパンサーチが集約したメタデータをAPI （外部提供インタフェース）で

提供

400 Ṉ
Ṉ ( )
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ṇ

ṕ רּ Ṗ

メタデータ集約を行うつなぎ役が明確ではない分野・地域については、
条件に当てはまるアーカイブ機関との直接連携を検討

Å国の機関であり、当該分野におけるコンテンツを幅広くカバーしているアーカイブ機関

Å公益に資する目的のため、当該分野におけるコンテンツを幅広くカバーしているアーカイブ機関

Å唯一性・独自性の高いコンテンツ群を塊として扱う分野・地域を代表するアーカイブ機関

Åその他、実務者検討委員会において適当と認められるアーカイブ機関



ṇ （令和5年12月1日現在）

国立国会図書館
国立公文書館
デジタル庁
文化庁
国立科学博物館
国立美術館
国立文化財機構
国土地理院
産業技術総合研究所
地質調査総合センター
海上保安庁

北海道
縄文遺跡群世界遺産本部
青森県
栃木県
埼玉県
東京都歴史文化財団
富山県
県立長野図書館
上田市
関ケ原町
三重県
大阪市立自然史博物館
和歌山県立文書館
鳥取県
大分市
南城市教育委員会

（国立大学）
人間文化研究機構
山形大学附属博物館
新潟大学
東京大学
東京農工大学科学博物館
京都大学総合博物館

（私立大学）
慶應義塾大学
立命館大学アート・リサー
チセンター
早稲田大学坪内博士記念演
劇博物館
國學院大學 研究開発推進
機構

映像産業振興機構
渋沢栄一記念財団
全国美術館会議
日本写真保存セン
ター
日本放送協会
放送番組センター
南方熊楠顕彰館
広島平和記念資料館
EPAD（緊急舞台芸術アーカ

イブ＋デジタルシアター化支援
事業）

ṇ ṇ

219 DB

2900 万件

（メタデータ）

ṕ רּ Ṗ

45 機関

データ提供機関は

1,200 機関以上

10



ṇ אל ︠
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ṇ
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ṇ



ṇ （目録情報等）

/ ṇ

コンテンツの内容や所在等の情報を記述
するデータ。目録・書誌データ、文化財
基礎データ等のテキストやID

コンテンツの縮小画像（サムネイル）、
本文テキストの一部表示や数秒程度の音
声・動画（プレビュー）等

デジタルコンテンツのほか、アナログ媒
体の資料・作品等も含む。

（出典）『「デジタルアーカイブ活動」のためのガイドライン』 （デジタルアーカイブジャパン推進委員会実務者検討委員会、令和5年9月）
https://jpsearch.go.jp/guideline/ の図1を一部加工

ṇ と をオープンに流通させることで、
コンテンツの活用が促進される。

ṇ ḭ
URLḱ URL

ṇ ︡ ḱ

12
ṇ Ḵ ーメタデータ連携ー

デジタルアーカイブが扱う

ễつの情報資源

12

https://jpsearch.go.jp/guideline/
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※1：名称/ タイトル、時間、場所、所蔵機関、URL等の分野横断で共通となりうる項目のみ

※2：分野横断して利活用可能とするジャパンサーチにおけるメタデータの標準形式。
Europeana 等とも連携可能

רּ ḱ ṇ

0

メタデータ

連̧携時のメタデータ
フォーマット：
データ提供者が使用して
いる OK

多̧様なファイル形式に対
応（TSV/CSV、エクセル、
JSON、XML）

ṇ

メタデータ

ṇ
ṇ ẑ2に変換

（利活用のための分野共通メタ
データモデル）

ẑ1の付与

ḱ

(横断検索、テーマ別
検索、画像検索)

API
(SPARQLエンドポイン
ト、簡易Web API)

ṇ ḱ
ṇḱ

ṇ ṇ ḱ

ṇṇ

連携方式：
①管理画面でファイルの
アップロード

②ファイルをWebに掲載
（週次/ 月次の設定も可能）

③OAI-PMH
 （大量かつ高頻度の場合）

ṇ
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URL

ṇ ṇ

●連携のハードルが低い
●連携機関でメタデータを継続的に整備



15

横断検索 画像検索



16

WebAPI



「テーマ別検索」で検索窓をカスタマイズ！

17https://jpsearch.go.jp/csearch/ndl-rNAJzKOb8qfR1xp?csid=ndl-rNAJzKOb8qfR1xp
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）



データを活用する場を提供している。

19

ךּ וֹ ︣

複数人で同時にキュレーションできる

ṇ ṇ



▼学芸員課程でジャパンサーチと連携した自館
コンテンツを用いてキュレーション授業を実施

20

▼高校3年「日本史」の授業で、生徒が博物館長に
なったつもりで、オンライン展示のテーマを考え、展
示資料を検索し、解説を付け、見せる工夫をする授業

https://jpsearch.go.jp/project/hs_keio
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自分でウェブサイトを構築することに
比べたら、1/10 でオンライン
展示が作れた！

所蔵コレクションを広く発信できる

ṇ

︡ を活用。

他の機関の公開資料も活用できるので、

ギャラリーの情報量や表現の幅が広がると感じた。



22

ギャラリーでの資料紹介（例）

ジャパンサーチ公式SNSでの
資料紹介（例）

β



こちらもぜひご覧ください！

23

https://www.youtube.com/watch?v=V9k6wA3K8fc https://www.youtube.com/watch?v=5IyGxOrsBBs
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項目名 種別 意味

ID 必須 オリジナル（ソース）データの一意のID 。レコードのURIに使われる。

名称/ タイトル 必須 レコードの名称。検索結果の表示に使われる。

名称/ タイトル英語 あれば必須 レコードの英語名称又はローマ字

名称/ タイトルヨミ あれば必須 レコードの名称の読み。

最終更新日 あれば必須 データの最終更新日

URL あれば必須 レコードのリンク先のURL

サムネイル画像URL あれば必須
サムネイル画像のURL【複数登録可】
メタデータになくても、一定の規則性を持つURLの場合はコンバータ対応が可能

コンテンツURL 推奨
対象のデジタルコンテンツ公開URL【複数登録可】
メタデータになくても、一定の規則性を持つURLの場合はコンバータ対応が可能

IIIF マニュフェストURL あれば必須 IIIF マニュフェストURL

コンテンツ種別 対象のデジタルコンテンツの種類。データベース定義と異なる場合に設定。

コンテンツの権利区分 あれば必須
データベース定義と異なる場合に設定。コンテンツの権利情報/ ⼆次利用条件だが、検索・絞込み用に15種類の選択式になってい
る。

コンテンツ公開状況
あれば必須

データベース定義と異なる場合に設定。デジタルコンテンツのアクセス範囲をコード値で指定。「ウェブ公開」「限定公開」「デ
ジタルコンテンツなし」の選択式。

カテゴリ 推奨 デジタルコンテンツのカテゴリ（書籍等、自然史・理工学、人文学、公文書、美術、文化財、地域など）を選択

解説 推奨 対象に関連する解説

解説（英語） 推奨 対象に関連する解説（英語）

人物/ 団体 対象の作成・公表に関わった人・組織（作者、発行者、出演者等）【複数登録可】

時間/ 時代 対象に関連する時間（制作年、対象時期等）【複数登録可】

場所 対象に関連する場所（発行地、制作地等）【複数登録可】

座標 対象に関連する座標

所蔵機関 あれば必須 オリジナルのコンテンツを所蔵する者。データベース定義と異なる場合に設定

所蔵機関URL
所蔵機関のリンク先URL。データベース定義と異なる場合に設定
（検索結果から、オリジナルのコンテンツの所蔵機関のWebサイトやデータベースに遷移させたい場合）



【アクセシビリティ保証】（福島幸宏「デジタルアーカイブのスリムモデルとは？」）

●ID は永続的であり、システムリプレース等の際に変更されないものでお願いします。

●ジャパンサーチからとぶリンク先ページの「固定URL」をご用意ください

【利用規約の明示】（同上）

●ジャパンサーチでは、メタデータは「 CC0」
※国際的流通を意識（Europeana と同レベル）

・著作物性のあるもののみCC BYでも可。民間機関のメタデータなど原則に対応できない場合はデータベースごとに
利用条件が分かるよう設定可能

・ユーザには、CC0であっても出典等の情報を明記するよう、サイトポリシーでお願いしています

●サムネイルはCC0/CC BY相当に

●デジタルコンテンツのウェブ公開を増やし、

可能ならCC BY相当に

●利用規約のページがあれば、

ジャパンサーチからのリンクも可能

26



コンテンツごとに固有のページがあるとよいですが、

27



簡易なウェブサイトでも連携可能です。

28



PDM CC0 CC BY CC BY- SA

29



ṇ

30

詳細：「デジタルコンテンツの⼆次利用条件表示について」https://jpsearch.go.jp/policy/available -rights -statements
（連携機関向け）⼆次利用条件の設定方法：「連携をご希望の機関の方へ」https://jpsearch.go.jp/cooperation

ṕ Ṗ

教育利用・商用利用可* のコンテンツ数
を表示
*CC0, PDM, CC BY, CC BY -SA

【資料固有の条件】
利用規約ページ等へのリンク

コンテンツの詳細画面で
利用条件と利用目的別の「早見表」を表示

検索ボックス下のタブで権利区分による
絞り込みが可能

利用条件

早見表
クリックすると
該当コンテンツ一覧に遷移

https://jpsearch.go.jp/policy/available-rights-statements
https://jpsearch.go.jp/cooperation


ṡ Ṣ

早見表の例

31

詳細：ジャパンサーチ「デジタルコンテンツの⼆次利用条件表示について」のページを参照
https://jpsearch.go.jp/policy/available -rights -statements

https://jpsearch.go.jp/policy/available-rights-statements


ṇ ףּ ךּ

32

検索結果詳細画面から
出典の記載例をコピー

https://jpsearch.go.jp/policy#185tphq1umpons

ジャパンサーチのサイトポリシーから

https://jpsearch.go.jp/policy#185tphq1umpons
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（ジャパンサーチ「マイギャラリー」の編集画面）
※場所や座標情報がなくても、 でプロット

できる機能もあります。
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ṡ ṇ Ṣ ︣

以下の資料も併せてご参照ください

ṇ ṇ
ṕver3.0 Ṗ

טּשּ

ḱ ḱ קּ

（ウェブ版）https://jpsearch.go.jp/guideline/
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オープン化

オープンデータ／オープンソースシステム

活用・人材育成

企業アーカイブ

業務効率化

県史編纂収集資料の活用

市民協働

ジャパンサーチのプロジェクト機能

地域アーカイブ

異分野・活用

地域のつなぎ役

分野のつなぎ役

学内のつなぎ役

海外連携

展覧会／電子展覧会

教育

イベント

ビジネス

観光

防災

横断検索

OCRテキスト化

画像検索

メタバース

文字認識

ジャパンサーチのAPI活用

https://jpsearch.go.jp/guideline/cases/



https://jpsearch.go.jp/contact

40

連携に関するご相談は、

ジャパンサーチのトップページの「お問合せ」からどうぞ

https://jpsearch.go.jp/contact


ṕ Ṗ Ṉ Ḵ

41

ṕ Ṗ

ṕ Ṗ

https://jpsearch.go.jp/gallery

https://jpsearch.go.jp/csearch?from=0

https://jpsearch.go.jp/mygallery

23:59
https://jpsearch.go.jp/mygallery

https://jpsearch.go.jp/mysearch
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